
熊野参詣の途中に立ち寄った僧・安珍に清姫が
恋し、裏切られたと知るや大蛇となって追い、最
後には道成寺の鐘の中に逃げた安珍を焼き殺す
という「安珍清姫の物語」。道成寺の縁起堂（えん
ぎどう）で行われる絵とき説法は、室町時代か
ら500年以上続いているという。その内容も口
調もまさしく口伝。小野院主も先代の説法を、
また先代もその前の院主の説法を聞いて覚えた
のだという。絵巻は今でいう動画のようなもの
で、最後まで見続けないと結末はわか
らないのも魅力のひとつ。絵巻を
使った説法は日本で1件だけとも
いわれている。

〝かみなが姫〟とは、道成寺周辺の村長の娘で、藤原宮
子（ふじわらのみやこ）のこと。その美貌と才能を見
込まれ、藤原家に入り文武天皇の夫人となった。その
宮子の願いを受け、文武天皇が建立したと伝わるのが
道成寺。下／道成寺に寄贈されたかみなが姫の絵巻
物で、紀州の嫁入り道具のひとつだったという。

初代釣鐘は清姫により焼失したと伝わる。1359年
に逸見万寿丸（へんみまんじゅまる）によって寄進
されるまで、道成寺には約400年間釣鐘がなかった。
その後、人が入れないように小さく作られた写真の
二代目釣鐘は、戦国時代の紀州攻めにより持ち去ら
れ、再び釣鐘のない寺となった。
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道成寺のお土産として有名な
釣鐘饅頭。道成寺前だけでな
く、御坊市内の和菓子屋でも
売られている。
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始まりは〝かみなが姫〟の物語

千
手
観
音
菩
　
像

国
宝

道成寺近くの水田から1762年に出土した鐘
巻銅鐸（かねまきどうたく）。制作年代は１世紀後
半から３世紀初頭とされ、現存高は116センチで国
内最大級といわれている。（推定復元高は120セン
チで国内２位）

道成寺（どうじょうじ）　
住所／日高郡日高川町鐘巻１７３８　
電話／0738-22-0543

道成寺の宝仏殿に安置されている国宝・千
手観音菩薩像。両脇に立つ日光・月光菩薩
像も国宝である。見学者と像の間には何
もなく、神々しさを身近に感じることが
できる。なお本堂に安置されている千手観
音立像（重文）は、奈良時代の作で、日本で
三番目位に製造された像といわれている。

実
は
、安
珍
清
姫
の
鐘
は
実
在
し
て
い
た
？
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